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増
山

あ
す
か

議
員（
市
政
）　
子

ど
も
た
ち
が
基
礎
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
は
、
将
来
の
進
路
・
人
生

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
学
力
向
上
へ
の
取
組
は
。

遠
田

宗
雄

議
員（
公
明
）　
東
日

本
大
震
災
発
災
時
、
鉄
道
が
止
ま

り
帰
宅
困
難
者
が
生
じ
た
ほ
か
、

遮
断
機
が
下
り
た
ま
ま
の
踏
切
が

大
渋
滞
の
原
因
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
鉄
道
事
業
者
の
当
時
の
、
踏

切
へ
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
鉄
道
事
業
者
に

よ
る
と
、
長
時
間
遮
断
機
が
下
り

た
ま
ま
の
踏
切
が
存
在
し
た
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
対
応
に
つ

い
て
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

議
員
　
帰
宅
困
難
者
に
は
、
主
要

幹
線
道
路
や
鉄
道
線
路
沿
道
を
利

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　
各
国

に
お
け
る
男
女
格
差
を
測
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
見
る
と
、

日
本
は
他
の
先
進

国
か
ら
遅
れ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
に
向

け
た
独
自
の
取
組

を
進
め
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
と
聞

く
が
、
本
市
で
も

庁
内
の
意
識
調
査

髙
津

み
ど
り

議
員（
公
明
）　
今

後
、
障
が
い
児
保
育
の
充
実
は
さ

ら
に
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
本
市
に
お
け
る
障
が
い
児

保
育
の
取
組
と
課
題
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
本
市
で
は
、
社
会
全
体
で

障
が
い
児
を
包
摂
す
る
と
の
理
念

の
も
と
、
昭
和
59
年
度
か
ら
市
立

保
育
所
で
の
障
が
い
児
保
育
を
実

施
し
て
き
た
。
課
題
と
し
て
は
対

象
児
童
の
増
加
や
、
転
園
・
就
学

後
に
お
け
る
支
援
の
一
貫
性
の
担

保
が
挙
げ
ら
れ
、
今
後
開
設
予
定

の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
支
援
機
能
を
確
立
す
る
中
で
、

包
括
的
・
継
続
的
に
障
が
い
児
を

支
え
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

議
員
　
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法

律
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
適

切
な
支
援
の
責
務
が
明
記
さ
れ
た

が
、
市
立
保
育
所
で
の
医
療
的
ケ

ア
児
受
け
入
れ
の
検
討
状
況
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
法
施
行
前
か

ら
検
討
し
て
お
り
、
今
後
は
先
進

事
例
等
も
参
考
に
、
入
所
要
件
や

医
療
的
ケ
ア
の
内
容
な
ど
を
整
理

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

受
け
入
れ
の
早
期
実
現
に
努
め
る
。

他 

自
主
防
災
活
動
へ
の
支
援
充
実
を

教
育
長
　
分
か
り
や
す
い
授
業
を

実
現
し
、
義
務
教
育
９
年
間
で
基

礎
知
識
の
確
実
な
定
着
を
図
る
ほ

か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
活
用
に
よ
り
、
個
別
最

適
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る
。
併
せ

て
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
に
向
け
、

市
立
学
校
の
全
家
庭
に
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
学

校
で
の
学
び
と
家
庭
の
協
力
と
の

両
輪
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
小
学
校
の
算
数
と
中
学
校

の
数
学
・
英
語
に
つ
い
て
少
人
数

指
導
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
グ
ル
ー
プ
分
け
の
仕
方
は
。

教
育
部
長
　
算
数
・
数
学
は
、
教

員
に
よ
る
習
熟
度
の
把
握
や
児
童

・
生
徒
の
希
望
を
基
に
、

習
熟
度
別
の
グ
ル
ー
プ
分

け
と
し
て
い
る
。
中
学
校

の
英
語
は
、
グ
ル
ー
プ
間

の
習
熟
度
が
お
お
む
ね
均

等
に
な
る
よ
う
な
分
け
方

と
し
て
い
る
。

他 

下
水
道
の
老
朽
化
対
策
、

豪
雨
対
策
の
進
捗
に
つ
い
て

用
す
る
方
が
多
く
、
避
難
所
等
ま

で
の
案
内
表
示
の
設
置
を
望
む
声

も
あ
る
が
、
市
の
取
組
は
。

行
政
管
理
部
長
　
避
難
所
・
避
難

時
サ
イ
ン
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、

主
要
幹
線
道
路
等
に
近
接
す
る
12

か
所
の
避
難
施
設
か
ら
６
０
０
メ

ー
ト
ル
以
内
の
電
柱
約
１
２
０
本

に
、
避
難
所
ま
で
の
案
内
表
示
板

を
設
置
し
た
。
な
お
、
表
示
板
に

は
避
難
所
ま
で
の
距
離
や
方
向
を

イ
ラ
ス
ト
で
示
し
、
平
易
な
日
本

語
と
英
語
の
表
記
を
加
え
た
。

他 
府
中
市
の
災
害
対
策
と
し
て
流
域
治

水
の
取
組
強
化
を

者
か
ら
啓
発
等
に
つ
い
て
の
協
力

依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

他 

住
民
福
祉
の
増
進
と
開
か
れ
た
行
政

運
営
を
求
め
て

秋
山

と
し
ゆ
き

議
員（
市
政
）　

第
２
次
府
中
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
は
、
策
定
に
際
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点

か
ら
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
ス
ポ

ー
ツ
環
境
整
備
が
課
題
で
あ
る
と

思
う
が
、
一
例
と
し
て
女
子
野
球

人
口
の
増
加
に
伴
う
市
民
球
場
の

ト
イ
レ
等
改
修
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。
ま
た
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
の
実
態
調
査
の
必
要
性
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
同
計
画
案

に
お
い
て
は
、
市
民
の
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
施
設
・

結
城

亮

議
員（
市
民
）　
都
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
自
宅
療
養
者
の
情
報
が
開
示
さ

れ
る
が
、
今
後
の
市
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
市
に
お
い
て
自

宅
療
養
者
の
把
握
が
可
能
と
な
る

た
め
、
都
と
連
携
を
密
に
し
、
療

養
生
活
に
寄
り
添
っ
た
相
談
対
応

や
、
安
心
し
て
療
養
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

議
員
　
国
立
市
で
は
、
自
宅
療
養

支
援
室
を
設
置
し
た
実
績
が
あ
る

と
聞
く
が
、
本
市
で
も
、
そ
の
よ

う
な
支
援
室
を
設
置
し
、
地
域
の

医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
医
療
相
談
窓

そ
な
え

邦
彦

議
員（
自
由
）　
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

６
波
に
備
え
、
都
や
保
健
所
等
と

連
携
を
図
り
、
体
制
整
備
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
酸
素
・
医
療
提
供
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
在
の
設
置
状
況

な
ど
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
酸
素
・
医
療
提

供
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
令
和
３
年

９
月
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に

臨
時
の
医
療
施
設
と
し
て
都
が
開

設
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
第

６
波
に
備
え
、
医
師
や
看
護
師
が

常
駐
し
て
健
康
観
察
を
行
う
と
と

設
備
の
再
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て
市

民
球
場
の
ト
イ
レ
等
の
必
要
な
改

修
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

他
の
施
設
に
つ
い
て
も
大
規
模
改

修
に
際
し
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
と
ご
み
拾
い
を

組
み
合
わ
せ
た
取
組
が
他
自
治
体

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
内
で
現

在
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に

取
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
ス
ポ
ー
ツ

と
他
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
組
み
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

口
の
開
設
や
緊
急
食
料
支
援
を
行

う
こ
と
は
可
能
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
本
市
で
は
現
在
、

自
宅
療
養
者
支
援
を
委
託
事
業
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
食

料
品
や
日
用
品
の
配
付
等
の
生
活

支
援
の
中
で
、
医
療
的
な
対
応
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
個
別

の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

他 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
常
か
ら
の

「

新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応
す
る
住

宅
改
修
補
助
事
業
制
度
の
創
設
を
求
め

る

も
に
、
酸
素
投
与
等
の
医
療
を
提

供
で
き
る
体
制
を
維
持
し
て
い
る
。

議
員
　
酸
素
・
医
療
提
供
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
方
に
対
す

る
、
市
の
役
割
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
今
後
自
宅
療
養

者
が
増
加
し
た
場
合
、
都
か
ら
提

供
さ
れ
る
リ
ス
ト
に
基
づ
き
、
市

が
対
象
者
に
状
況
確
認
を
行
う
。

血
中
酸
素
飽
和
度
の
低
下
等
が
見

ら
れ
る
際
に
は
、
保
健
所
や
医
師

会
と
連
携
を
図
り
、
早
期
対
応
が

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

他 

市
の
無
戸
籍
者
へ
の
支
援
体
制
に
つ

い
て

本市の学力向上への

取組について聞きたい

避難所等までの案内表示の
設置を望む声もあるが
市 の 取 組 は

痴漢に対する対策や啓発に関し
鉄 道 事 業 者 と 連 携 を
強 化 し て は ど う か

市立保育所における医療的ケア児

受 け 入 れ の 検 討 状 況 は

学校での学びと家庭の協力との
両 輪 で 取 り 組 ん で い く

電柱約１２０本に避難所までの

案 内 表 示 板を設 置した

協力依頼があった際には

適 切に対 応していく

入所要件などを整理した
ガ イドラ インを 策 定し
受け入れの早期実現に努める

女
子
野
球
人
口
の
増
加
に
伴
う

市
民
球
場
の
ト
イ
レ
等
改
修
に
つ
い
て

市　
　

の　
　

考　
　

え　
　

は

自

宅

療

養

支

援

室

を

設

置

し

医
療
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
を

行

う

こ

と

は

可

能

か

酸
素
・
医
療
提
供
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

必
要
と
す
る
方
に
対
す
る
市
の
役
割
は

市

民

球

場

の

ト

イ

レ

等

の

必
要
な
改
修
の
検
討
を
進
め
て
い
る

自

宅

療

養

者

支

援

の

委

託
事
業
を
実
施
す
る
中
で

個
別
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

保
健
所
や
医
師
会
と
連
携
を
図
り

早
期
対
応
が
行
え
る
よ
う
努
め
る

▲�小学校における少人数
授業の様子

　▲デートＤＶの意識啓発講座

▲災害時のスムーズな避難のために

な
ど
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
第
６
次
府

中
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
お
い

て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
の
結
果
を
踏
ま
え
た
「
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

を
掲
げ
て
お
り
、
今
後
、
取
組
を

進
め
る
中
で
、
意
識
調
査
の
実
施

も
検
討
す
る
。

議
員
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
巻
く

課
題
の
一
つ
に
、
性
犯
罪
や
性
被

害
が
あ
る
が
、
痴
漢
に
対
す
る
対

策
や
啓
発
に
関
し
、
鉄
道
事
業
者

と
連
携
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
鉄
道
事
業

」


